
令和７年度高知県県民世論調査 調査項目（抜粋）

県内在住の外国人は年々増加傾向にあり、令和６年 12 月時点で 6,848 人となっています。

一方で、本県は全国に先行して人口減少が加速しており、産業分野において人手不足が深刻化

しています。今後の地域社会や産業を支えるために、外国人の力は不可欠な存在となっています。

こうした状況を踏まえ、県では、「日本国籍の県民も外国籍の県民も、互いに分かり合える地域

づくり」「国籍を問わず、誰もが安心して暮らせる地域づくり」「国籍を問わず、誰もが地域の一員

として活躍できる地域づくり」の実現に向けて、市町村や企業、県民の皆さまと連携しながら「多

文化共生」の取組を進めていく方針です。

問 35 「多文化共生」という言葉を知っていますか。（１つだけ○印）

１ 意味も含めて知っている

２ 聞いたことはあるが意味は知らない

３ 全く知らない

問 36 県内に住む外国人が年々増加していることについて、あなたはどう感じていますか。

（１つだけ○印）

１ 好ましい

２ どちらかといえば好ましい

３ どちらかといえば好ましくない

４ 好ましくない

５ どちらともいえない

問 37 外国人が身近に増えることについてどのような変化があると思いますか。

（当てはまるものすべてに○印）

１ 人手不足の解消につながると思う

２ 外国の言葉や文化等を知る機会が増えると思う

３ 社会に多様性が生まれると思う

４ 地域の活性化につながると思う

５ 地域で他の国籍の人たちと交流できる機会が増えると思う

６ 言葉や文化の違いによるトラブルが心配だと感じる

７ 日本人の雇用機会が減少するのではないかと不安に感じる

８ 外国人向けサービス（多言語対応等）や教育など、社会的負担が増えると思う

９ 緊急時や災害時における地域活動でトラブルが起きないか不安に感じる

10 地域で暮らす外国人が増えることに漠然とした不安を感じる

11 その他（ ）

８．外国人との共生に関する意識調査について
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